
セグメンテーション



セグメンテーション
• 各画素を指定したクラスタ数に分類します。
• 画像解析 の中の一機能です。



手順

1. “画像解析”を選択
2.データ読み込み
3.必要があればROI設定
4.データ行列テーブル計算
5.セグメンテーション

1. 前処理あり（UMAP + k-means)
2. 前処理なし（k-means)



１．“画像解析”を選択



２．データファイル (.imdx)を追加



3. 必要があればROIを設定します



3.1 ツールを選択してROIを描きます
四角、丸、多角形でROIを描写できます。



3.2 ROIリストに記載されます
ROIを描いたあとに属性を設定します。



4. データ行列計算の”前処理”の設定



4.1 前処理（ノーマライズ）の設定

“ノーマライズ”の基準を設定します。
TICが一般的です。



4.2 データ行列の設定



4.3 データ行列の設定

対象とするピークを選択します。

ノンターゲットはスペクトルから一
定幅で信号強度を切り出します。
ターゲットは特定のm/z値と許容幅
を指定します。



4.4 データ行列の計算



4.5 計算の実行 前処理の計算を行っていない場合はここで一緒に計算されます。
対象とする成分が多くなると時間がかかります。



4.6 データ行列計算完了



5. “セグメンテーション”を選択



5.0.1 セグメンテーションの前処理（有）
セグメンテーションの前処理の有無が選択できます。



5.0.2 前処理の有無による違い
• 前処理あり：UMAPでm/zの次元を3次元まで削減します。

• その3次元をRGB（色）として疑似カラー画像を作成できます。
• さらにk-meansで3次元空間内の画素をセグメンテーションします。

• 前処理なし：データをk-meansでセグメンテーションします。
• 画素の色は各セグメントに割り振られた色になります。



5.1.1 前処理ありの場合
• 前処理で”あり（UMAP) “を選択
• クラスタ数を設定
• データが複数個ある場合はデータの種類でト
レーニングデータ（最低一つ必要）を設定



5.1.2 前処理ありのセグメンテーション結果

➊
➋

➌

➍
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➐ 1. UMAPによる次元削減結果

2. セグメンテーションのクラスタ情報
3. クラスタ数変更コントロール
4. クラスタリング結果画像
5. クラスタリング結果画像用コントロー

ル
6. クラスタ平均スペクトルタブ
7. エクスポートボタン

➍が疑似カラー化後にクラスタ数に
減色した結果です。



5.2.1 前処理なしの場合

セグメントの数を設定します。
この場合だと、2群、3群、4群、5群に分けた4つの結果が表示されます。



5.2.2 セグメンテーション計算



5.2.3 セグメンテーション結果
色の変更 結果の出力

選択している結果の各セグメントの平均スペクトル
スペクトルの左の色（赤、青）はセグメントの色に対応
スペクトルの上部には点の数や割合が表示される

セグメンテーションの
結果
2群から5群の4つの結
果が表示されている



5.2.4 セグメントの色の変更
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